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第1節 本稿の課題と方法   
農業経営は1つの経営管理組織のもとに組織された人的・物的経営資源，有形・無形  
の経営資源の集合体であり，農産物の生産・販売・加工事業，農業サービスの生産・販  








営が継承されていく過程である。   
このような経営発展の過程に接近するに当たっては，いくつかの接近方法がある。本  
稿においては，経営発展の経営理論的検討の一環として，投資，そして，それと密接な  
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第2節 経営発展の諸局面とメカ＝ズム  
ー経営発展における投資の意義－  






経営継承が遂行されてしモく過程」である。   
ここで，経営革新，経営成長，経営体質の改善，経営継承，及び，経営発展の方向と  
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展の方向と速度を規定する重要な局面でもある。   
これらの諸点を踏まえて，経営発展の方向は，主要な経営革新，特に，事業構造の草  
第1図 経営発展の諸局面と相互関係  
（集嘗発展の源泉）  （集嘗発展の成果）  
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新の方向と効率シフト要因の成長の方向，経営体質の改善の方向，経営継承のあり方，  

















収益の成長率＝事業規模の成長率＋効率シフト要因（刃の成長率 ………（1）  
＝経営規模（固定的規模要素）の成長率  









れている。   
いま，経営成長にとって投資のもつ意義を検討する観点から，（2）式に注目して2つの  
図を以下に示す。  
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第2図は，効率シフト要因の成長率がゼロの場合を示している。この場合，収益（経  
営成果）の成長率が逓減する成長曲線を想定することが妥当であろう。   
第3囲は，効率シフト要因の成長率がプラスの場合について示したものであり，効率  











－43－   
生物資源経済研究   



















従って，それらと投資の量的関係の直接的な把撞も困難である。   
このように，経営体質の改善，経営継承に関する投資からの接近は，方法論上の限界は  













ー44－   
稲本志良：農業経営発展と授資・資金の理論   







第3節 経営発展の費用と投資  









経営発展に注目しよう。   
これまでに，投資に多くの関心が寄せられ，種々な分類が行われてきた。ディーン  
（J．Dean）の分類，それを援用した亀谷豊氏の農業における投資の分類はその主要なも  
のである。6）ディー ンの投資の分類の観点，分類の内容についての詳細は省略するが，  
これに関して以下のような特徴を指摘できよう。   
第1に，競争への志向の観点から，投資を攻撃的設備投資，防禦的設備投資の2つに  
分類している。この分類は正に寡占市場構造の下での大企業に特有の投資である。   
第2は，以上の指摘と関連するが，投資の形態のなかで，市場での地位の改善，特に，  
安定した市場占有率を得るための投資一宣伝活動，配給業者開発のための投資に注目し  




種開発投資は生産方法の改善以上に企業成長の重要な源泉である。   
第4ほ，危険を減少させるための投資に注目している点である。この投資については，  
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投資利益の源泉による分類，また，戦略的観点による分類において注目されている。  
第5は，投資利益の源泉による分類のなかで，原価切り下げ，収益の増加，危険の減  






























分類される。   
もう1つの観点からみた投資の分類として，投資の形態の観点からの分類がある。こ  
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の観点からは，以下の2つの分類が重要である。  
（1）物的経営資源の投資と人的経営資源の投資  
（2）有形経営資源の投資と無形経営資源の投資   
上記の分類（1）についていえば，土地・固定資本財への投資が物的経営資源の投資であ  




第1表 農業経営の投資の分類と体系  
A．経営体維持のための投資   
A）固定的規模要素の維持のための投資  
固定的規模要素に付帯する固定的要素の維持のための投資  
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第4節 経営発展における資金需要と資金管理  































構造の革新の方向の選択などに注目しなければならない。   
以下では，経営発展の過程における資金管理について，特に，経営発展の方向の選択  
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ら注目しよう。7）   
先ず，経営の外部化は共同組織の形成による外部化の形態とサービスの購入による外  








開発の委託等が重要になってきている。   
これらの外部化の背景には投資をめぐる「規模の経済」の追求という動機があること  
はいうまでもない。  
第5節 投資・資金問題における経営形態  











の改善・強化の可能性の問題である。   
いま，このような観点から農業経営の資金調達の源泉，資金調達力，その基礎にある  
担保力について，その制度・形式的側面と経済的・実質的側面に留意しつつ，主要な経  
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官形態の特徴に注目Lよう。8）  
















からの借入，外部からの間接的借入ということになる。   
なお，外部からの間接的借入は，非法人の共同経営は債権・債務の主体になり得ない  
という制度上の制約のもとで，自然人としての構成員が借入してそれを共同経営に捷供  




（3）農業法人   
農業法人は個人出資の法人と複数人出資の法人に大別される。また，それらは種々な  
法律形態，農事組合法人・有限会社・株式会社等の法律形態をとる。ここでは複数人出  






なり，その相違は農業法人に関わる法律・制度・政策に因っている。   
先ず，法律・制度に関連して，以下の諸点を指摘できる。  
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1つは，利益準備金という形での内部留保が義務づけられる点である。   
2つは，農業法人が，文字通り，法律によって法人格を付与されることによって債務  
の主体になり得るということである。このことによって，農業法人自体が構成員からの  
















と動機が強まっている。   
3つば，農業生産法火の要件緩和が進み，農業者による出資に加えて制限つきではある  










1）本稿は，稲本志度「農業経営発展と投資・資金の基本問題」（稲本志艮■辻井博稀『農尭経営   
発展と資金・投資』，富民協会，近刊）を一部加筆・修正したものである。  
2）農業経営発展と投資・資金との関連を論じるに当たって，どのような経営階層のどのような  
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発展段階を対象にして論じるかという問題がある。経営階層によって，経営発展の動機一経営   
目標に相違があり，また，経営発展の方向と速度に相違があるからである。本稿では，最近の   
上層の経営階層（新政策の構造・経営対策によっていえば経営体水準の経営階層）に注目して   
検討している。  
3）農業経営の経営発展に関する体系的，理論的検討を拙稿「農業経営発展の経営理論」（『生物   
資源経済研究』，創刊号，1995年12月，京都大学農学研究科生物資源経済学専攻）において展開   
している。本稿における経営発展に関する叙述はそれを一部修正しているが，基本的にはそれ   
に負っている。  
4）本項の叙述に当たって今井賢一「企業成長論：序説」（今井賢一・岡本康男・宮川公男編『企   
業行動と経営組織』，日本経済新聞社，昭和46年3月）に多くの示唆を受けている。  
5）これについての詳細は，拙稿「農業経営の経営形態と後継者の参入費用」（『農業計軍学研究』，   
第24号，1992年12月，京都大学農学部農業簿記研究施設）を参照。  
6）農業における投資に関して理論的，体系的に論じたものとして亀谷屋『農業投資の経済理論』  
（1975年，農林統計協会），『農業投資の理論と戦略』（1983年，富民協会）がある。また，近年   
のわが国の農業における投資に関する研究の展開を簡明に示すものとして，家常 高『農家の   
農業投資と経済性一北海道農業を背景とした－』（養賢堂，1993年3月），伊藤順一『農業投資  
、－r  の収益性と投資決定』（農林統計協会，1994年5月）が参考になる。  
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